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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上のコンピュータ・プログラム・モジュールを実行するよう設定された１つ以上
のプロセッサを含むコンピュータシステム内で実行される、印刷システムにより実行され
る印刷ジョブに関するマーキング材料の使用推定量を判定する方法であって、
　印刷ジョブの画像のウェーブレット圧縮データを受信するステップであって、前記画像
には画像画素強度値をそれぞれ有する複数の画像画素が含まれ、前記画像画素は前記ウェ
ーブレット圧縮データにウェーブレット圧縮方式を用いて変換される、ステップと、
　前記画像内の前記画像画素の平均画素強度値を算出するために前記ウェーブレット圧縮
データを部分的に展開することにより、前記ウェーブレット圧縮データについてのマーキ
ング材料の使用量の統計値を算出するステップと、
　前記算出されたマーキング材料の使用量の統計値を用いて、前記印刷ジョブに関する前
記マーキング材料の使用推定量を判定するステップと、を含み、
　前記ウェーブレット圧縮データは、重複する複数の平面からなる配列を含み、前記平面
の各々がより高い周波数を表し、
　前記重複する複数の平面からなる配列は、最も低い空間周波数の平面及び残りの空間周
波数の平面を含み、前記最も低い空間周波数の平面は、前記重複する複数の平面からなる
配列の前記残りの空間周波数の平面の平均を表し、
　前記ウェーブレット圧縮データについてのマーキング材料の使用量の統計値を算出する
ステップは、前記最も低い空間周波数の平面内の画素強度値の合計を算出するために前記
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ウェーブレット圧縮データを部分的に展開することを含む、
　方法。
【請求項２】
　前記ウェーブレット圧縮データは、前記ウェーブレット圧縮方式に従って、前記画像の
対応する画像画素の前記画像画素強度値に一致する強度値をそれぞれ有する複数の画素を
表す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記画像画素強度値を完全なページのビットマップに書き込むことなく、前記ウェーブ
レット圧縮データが展開される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ウェーブレット圧縮データを部分的に展開することは、前記画像内の前記画像画素
の前記平均画素強度値を抽出できる程度まで前記ウェーブレット圧縮データを展開するこ
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ウェーブレット圧縮データを部分的に展開することは、前記画像内の前記画像画素
の前記平均画素強度値を抽出できる程度まで前記ウェーブレット圧縮データの展開命令を
実行することを含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書は印刷システムに関し、より具体的には、印刷ジョブに必要なマーキング材料
の量を見積もるシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷ジョブの値段を決定する際、プリントショップは、用紙、結束テープ、印刷機の定
期保守、及び発送等の必要な消耗品及び費用の見積もりができなくてはならい。全ての印
刷工程の中で、主要な費用要素は、印刷物を作成するために使用するマーカー、即ちマー
キング材料である。静電写真方式の印刷の場合、このマーキング材料、つまりトナーは印
刷ジョブの作成の費用全体を決定するうえで重要な要因となり得る。
【０００３】
　マーキング材料の使用量の見積もりが不正確だと、様々な形でプリントショップにマイ
ナスに影響する恐れがある。ショップがジョブを印刷するのに必要なマーキング材料の量
を少なく見積もると、ジョブの生産コストはこの見積金額を超え、ショップは損をする。
あるいは、ショップが、ジョブを印刷するのに必要なマーキング材料の量を多く見積もる
と、その値段は高くなり、プリントショップはそのジョブを競合相手に取られてしまう恐
れがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　印刷ジョブのページに関して使用するマーキング材料の量は、一般にそのページの各画
素に割り当てられる強度値に関連する。これらの強度値を得る直接的なアプローチでは、
ページの非圧縮ビットマップを作成し、その画素位置の強度値を合計することである。マ
ーキング材料の使用量を見積もるために使用する画像データを収集する（非圧縮のビット
マップから）このアプローチは、比較的速度が遅い。つまり、このアプローチで使用する
完全なビットマップを書き込み、読み出すステップは大抵、計算的に非効率的で、費用が
かかり、印刷システムの性能を低下させる。したがって、マーキング材料の使用量を見積
もる高性能なアプローチが必要となる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書の一様態により、印刷システムにより実行される印刷ジョブに関するマーキン
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グ材料の使用推定量を判定する方法が提供される。この方法は、１つ以上のコンピュータ
・プログラム・モジュールを実行するよう設定された１つ以上のプロセッサを有するコン
ピュータシステム内で実行される。この方法は、印刷ジョブの画像圧縮データを受信する
ステップであって、画像には画像画素の強度値をそれぞれ有する複数の画像画素を含まれ
、それらの画像画素が圧縮データに圧縮方式を用いて変換される、ステップと、画像内の
画像画素の平均画素強度値を算出するために圧縮データを部分的に展開することにより、
マーキング材料の使用量の統計値を算出するステップと、算出されたマーキング材料の使
用量統計値を用いて、印刷ジョブに関するするマーキング材料の使用推定量を判定するス
テップと、を含む。
【０００６】
　本明細書の別の様態により、印刷システムにより実行される印刷ジョブに関するマーキ
ング材料の使用推定量を判定するシステムが提供される。このシステムは、プロセッサを
含み、このプロセッサが、印刷ジョブの画像圧縮データを受信し、ここで、画像には画像
画素の強度値をそれぞれ有する複数の画像画素が含まれ、それらの画像画素は圧縮データ
に圧縮方式を用いて変換され、画像内の画像画素の平均画素強度値を算出するために圧縮
データを部分的に展開することにより、マーキング材料の使用量の統計値を算出し、算出
されたマーキング材料の使用量統計値を用いて、印刷ジョブに関するマーキング材料の使
用推定量を判定するよう設定される。
【０００７】
　本明細書の１つ以上の実施形態における、その他の目的、特徴、及び長所は、以下の詳
細な説明、及び添付図面、並びに付随する請求項により明確となる。
【０００８】
　次に、添付の概略図面を参照して種々の実施形態を一例としてのみ開示する。これらの
概略図面では、対応する部品は、対応する参照記号により示される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本明細書の実施形態による、完全なページのビットマップを作成せずに
、画像の圧縮表示から、印刷ジョブのマーキング材料使用量を推定する方法を要約したフ
ローチャートである。
【図２】図２は、本明細書の実施形態による、印刷ジョブのマーキング材料使用量を推定
するシステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書は、完全なページのビットマップを作成せずに画像の圧縮表示から、印刷ジョ
ブのマーキング材料使用量を推定する方法を提案する。この方法は、画像の圧縮表示から
直接（即ち、完全なビットマップを書き込まず）、画像内の画素平均強度値を算出するよ
う設定される。提案される方法は、完全なビットマップの抽出に依存しないため、この方
法は背景のセクションで議論した、マーキング材料の使用量を見積もる方法よりも、計算
的に効率が良い。
【００１１】
　具体的には、本明細書の方法では、完全なページのビットマップを作成することなしに
、印刷ジョブの画像の圧縮表示を解析し、画像に関する統計値を記録するよう設定される
。最も一般的な統計値には、色分解ごとの画素強度全部の単純な合計が含まれ得、各色分
解はシアン、マゼンタ、イエロー又はブラック等の着色剤に関連する。画素がレンダリン
グを制御するいくらかの方法でタグ付けされている場合、付着するマーキング材料の量は
タグ値に著しく依存し、色分解内のタグ値ごとの別々の合計を計算することができる。タ
グ値に関する合計には、その現状の色分解に関するタグ値を有する全ての画素の強度値が
含まれる。次いで、これらの計算合計を用いて、マーキング材料の使用量を見積もる。
【００１２】
　図１には、少なくとも印刷エンジンを有する印刷システムにより実行される印刷ジョブ
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に関するマーキング材料の使用推定量を判定する方法１００を要約したフローチャートが
示される。この方法１００は、１つ以上のコンピュータ・プログラム・モジュールを実行
するよう設定された１つ以上のプロセッサを含むコンピュータシステム内で実行される。
図２には、本明細書の実施形態による、印刷ジョブに関するマーキング材料の使用推定量
を判定するシステム２００のブロック図が示される。
【００１３】
　図１及び図２を参照すると、手順１０２で、プロセッサ２１６が印刷ジョブの画像圧縮
データを受信する。
【００１４】
　別の実施形態では、プロセッサ２１６は、入力画像を受信し、プロセッサ２１６内に格
納された圧縮方式を用いて、その入力画像を圧縮データに圧縮するよう設定される。圧縮
方式（複数可）は、メモリ２１８内にも格納することができ、このメモリ２１８はプロセ
ッサ２１６に動作可能に接続する。
【００１５】
　印刷ジョブの画像は一般に、複数の画像画素を含み、各画素は画像画素の強度値を有す
る。
【００１６】
　圧縮データはそれ自体画像ではなく、入力画像を再生するために用いられる一連の命令
を含む。入力画像を再生する展開手順の間、これらの命令に従う。異なる圧縮技術は、そ
れぞれ独自の命令を有する。例えば、ランレングス圧縮方式を用いて、画像を圧縮する場
合、圧縮データは次の命令に従う。「値０を有する１４０個の画素を発光せよ、値２４０
を有する２２個の画素を発光せよ、値０を有する１００２個の画素を発光せよ」等。
【００１７】
　画像画素を圧縮するための圧縮方式を用いて圧縮データを作成する。圧縮方式に従って
、圧縮データは複数の画素を表し、これらの画素は、それぞれ元の画像の対応画像画素の
画像画素強度値と一致する強度値を有する。
【００１８】
　「可逆」圧縮を使用すると、展開された画素（即ち、圧縮データを展開することにより
作成された画素の値）は、元の画像からの対応画素と正確に一致する。「不可逆」圧縮を
使用すると、展開された画素は、元の画像からの対応画素と、概ね近く一致する。「可逆
」圧縮及び「不可逆」圧縮のどちらでも、一般に展開された画素により、印刷装置に送信
される画像が規定される。
【００１９】
　画像の圧縮中、画像を一般に領域又はブロックに分割することができ、それらの寸法は
使用される圧縮方式に依存する。例えば、ＪＰＥＧ圧縮方式では、領域は８×８画素の正
方形であり、ランレングス圧縮方式では、領域は全て同じ強度値を有する画素の水平ラン
である。圧縮データは、一般に画像画素のブロック又は領域を表す。
【００２０】
　手順１０４で、プロセッサ２１６は、画像内の画像画素の平均画素強度値を得るために
圧縮データを部分的に展開することにより、マーキング材料の使用量の統計値を算出する
よう設定される。
【００２１】
　マーキング材料の使用量の統計値には、画像内の着色剤の色分解ごとの全ての画素強度
値の合計が含まれ得る。マーキング材料の使用量の統計値には、印刷ジョブ内のページご
との全ての画素強度値の合計が含まれ得る。つまり、各ページ画像の各色分解に渡る全て
の画素強度値の合計が含まれ、次いで、ページごとに合計した強度を、全て合計して印刷
ジョブ全体に対するマーキング材料の使用量を算出する。
【００２２】
　一実施形態では、部分展開が行われる範囲は、使用される特定な圧縮方式（及びその展
開方式）に依存し得る。つまり、プロセッサ２１６は、ブロック又は画像画素の領域の平



(5) JP 6037929 B2 2016.12.7

10

20

30

40

50

均画素強度値を算出することができるよう十分な広さで展開方式を実行するよう設定され
る。言い換えれば、それぞれの領域又はブロックに関する展開方式の展開命令は、その画
像画素の領域又はブロックに関する平均画素強度を算出するのに十分な分だけ、プロセッ
サ２１６により処理される。
【００２３】
　圧縮データを部分的に展開して画像画素の平均画素強度値を算出することにより、本明
細書の方法では、画素を実際に書き込んで完全なページのビットマップにし、それらの強
度値をこの完全なページのビットマップから戻して読み出すことを回避する。ビットマッ
プを作成し分析して、マーキング材料の使用推定量を算出する、その他のマーキング材料
使用量推定方式と比較した場合、これにより（即ち、完全なページのビットマップを書き
込み、そこから読み出すことを回避すること）、著しく本システムの性能が向上する。
【００２４】
　各展開方式（ＪＰＥＧ、ランレングス等）の実行中いくらかの時点で、画素のブロック
に関する、正確又は平均の強度値を算出することができる。その時点は、その圧縮方式を
用いて展開される全ての画像に関して同じである。例えば、ランレングスの圧縮データを
展開するとき、画素のランの長さ及びそれらの全ての画素に割り当てられる強度値が分か
るとすぐに一連の画素強度は格納される。これが画素のランごとに再計算される。
【００２５】
　プロセッサ２１６はまた、そのブロック又は領域に関する画素強度の合計を算出するた
めに、算出された平均画素強度値に、領域又はブロック内の画素の数を乗算するよう設定
される。プロセッサ２１６はまた、算出された積（即ち、そのブロック又は領域に関する
画素強度の合計）を、画素強度の累積和に加算するよう設定される。
【００２６】
　本明細書では、異なる圧縮方式を用いて、圧縮された圧縮データからマーキング材料の
使用量の統計値を収集する技術を説明する。
【００２７】
　本明細書の方法は、上面マルチモードのデータ圧縮方式（ランレングスデータ圧縮方式
等）、及び下面マルチモードのデータ圧縮方式（ＪＰＥＧのようなデータ圧縮方式等）を
サポートするよう設定される。この方法はまた、現状はマルチモードのデータ圧縮により
サポートされていないその他の圧縮方式をサポートするよう設定される。例えば、この方
法は、マルチモードのデータ圧縮によりサポートされていないデータ圧縮方式である、ウ
ェーブレットベースのデータ圧縮方式をサポートするよう設定される。
【００２８】
　いくつかの圧縮方式では、以前のデータを参照することにより新しいデータを作成する
。例えば、レンペルジフ（Ｌｅｍｐｅｌ－Ｚｉｖ）（ＬＺ）圧縮方式の多くの変異型では
、以前に展開されたバイトの列を、出力ストリーム内での現状の位置にコピーすることに
より新しいバイトを作成することに依存している。ＣＣＩＴＴ　Ｇｒｏｕｐ４の圧縮方式
は、以前の走査線からの値に依存する。ＣＣＩＴＴとは、フランス語の「Ｃｏｍｉｔｅ　
Ｃｏｎｓｕｌｔａｔｉｆ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｄｅ　Ｔｅｌｅｇｒａｐｈｉｑ
ｕｅ　ｅｔ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｉｑｕｅ」（国際電信電話諮問委員会）に対する頭字語で
ある。算術符号化方式は、展開された画素の周辺に依存して、次の画素を計算する。上記
の例で参照された展開状態は、「完全なページのビットマップ」ではない。この展開状態
は、展開又は性能を最適化するために、完全なページのビットマップよりかなり小さく、
配列されている。この展開状態の寸法は、完全なページのビットマップの寸法に関連し得
る、又は関連し得ない。出力ビットマップが作成されると、展開プログラムは大抵、この
出力ビットマップを、それらの状態として用いる。本明細書の目的のため、展開プログラ
ムは、完全な出力ビットマップに依存しないで、その展開プログラムが必要とするどのよ
うな非公開状態もサポートするものと仮定する。
【００２９】
　ＬＺのような展開プログラムは、単一の環状バッファーを用いることができ、その環状
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バッファーの長さは、その距離に渡ってバイトをコピーすることができる最も長い距離と
同じる。１つ以上の走査線内のデータに依存する展開プログラムは、走査線のバッファー
の環を保つことができる。比較的小さいバッファー内に展開プログラムの状態を維持こと
で、バッファーがプロセッサのキャッシュに馴染んでいる限り、性能を向上させる。つま
り、より少ない展開データを維持すれば、プロセッサは、より効率的にそのデータを格納
することができる。
【００３０】
　展開画素のラン（ラン内の画素が様々な画素強度値を有する）をコピーして、展開され
た画素の新しいラン作成するＬＺ展開方式、及びデフレート展開方式では、平均の画素強
度値は各ラン内の画素を解析することにより算出する。ＪＰＥＧ展開方式及びウェーブレ
ット展開方式のようなその他の展開方式では、ブロック内の各画像画素の正確な画素強度
値を判定する必要なしに、画素のブロック又は領域の平均の画素強度値を算出することが
できる。ランレングス展開方式のようないくつかの別の展開方式では、画像画素の各ブロ
ックの正確な画素強度値が判定される。ランレングス展開方式では、画像画素の各ブロッ
クの平均画素強度値は、判定される正確な画素強度値と同じである。
【００３１】
　最初に、ランレングスの圧縮データからマーキング材料の使用量の統計値を算出する手
順を詳細に説明する。ランレングス圧縮方式を用いて圧縮された圧縮データは、複数の画
素のランを表示する。各ランはランレングスを有する。つまり、ＣＣＩＴＴ　Ｇｒｏｕｐ
３（二値画像に関する）又はＰａｃｋＢｉｔｓ等の純粋なランレングス圧縮方式では、強
度値及びランレングスを規定する。展開プログラムでは、一般に強度値を次の「ｒｕｎＬ
ｅｇｎｔｈ」の画素に書き込む。
【００３２】
　マーキング材料の使用量の統計値を算出するとき（即ち、出力値を書き込むよりもむし
ろ）、強度値にランレングスを単純に乗算して強度合計を算出し、この算出された積（即
ち、強度の合計）を強度の累積和に加算する。
【００３３】
　つまり、ランレングス圧縮データに関するマーキング材料の使用量の統計値は、ランレ
ングスの圧縮データを解析して各画素のランの画素強度値を算出し、この算出された各画
素のランの画素強度値に、対応するランのランレングスを乗算してランに関する強度値の
合計を算出し、ランごとの画素強度値の合計を加算して圧縮データ全体に渡るランに関す
る画素強度値の累積和を算出する。
【００３４】
　ＣＣＩＴＴ　Ｇｒｏｕｐ４の圧縮方式では、二値画素のランレングスを規定するが、ラ
ンレングスは大抵、前の走査線内の白／非白の境界に関連する。その前の走査線は展開状
態の一部である。非白のランのランレングスが判定されると、これらのランレングスは非
白の画素の累積和に単純に加算される。二値画像を用いると、強度値は２つだけとなり、
ランレングスに強度値を乗算する必要はない。
【００３５】
　次に、ＪＰＥＧ圧縮データからマーキング材料の使用量の統計値を算出する手順を詳細
に説明する。ＪＰＥＧ圧縮データは、画像画素の複数のブロックを表す。
【００３６】
　ＪＰＥＧ圧縮を実行するために、画像画素のブロック（例えば、８×８）を空間周波数
係数の照合ブロックに変換する。照合ブロック内の「第１の」空間周波数係数（即ち、「
ＤＣ」係数）は、そのブロック内の画像画素の平均値である。照合ブロック内の残りの係
数は、ブロック全般にわたってこれらの平均値がどのように変化するかを示す。
【００３７】
　マーキング材料の使用量推定に関するデータを取得するために、第１の周波数係数に、
ブロック内の画素の数を乗算し、この算出された積を強度の累積和に加算する。ＪＰＥＧ
圧縮データからマーキング材料の使用量の統計値を算出するこの手順により、ＪＰＥＧの
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展開工程の大部分を避け、したがって、性能が大幅に向上する。
【００３８】
　言い換えれば、ＪＰＥＧ圧縮データに関するマーキング材料の使用量の統計値は、ＪＰ
ＥＧ圧縮データを解析して、複数のブロックのそれぞれの平均画素強度値を算出し、平均
画素強度値に、対応するブロック内の画素の数を乗算してブロックに関する画素強度値の
合計を算出し、ブロックごとの画素強度値の合計を加算して、複数のブロックに関する画
素強度値の累積和を算出する。
【００３９】
　次に、ウェーブレット圧縮データからマーキング材料の使用量の統計値を算出する手順
を詳細に説明する。ウェーブレット圧縮方式では、平面の重複配列内で画像が符号化され
、それぞれが高い空間周波数を表す。一般に、最も低い空間周波数の平面は、残りの周波
数の平面の平均を表す。マーキング材料の使用量の統計値を集めるために、最も低い周波
数の平面だけが展開され、最も低い周波数の平面内の強度値の合計が判定される。
【００４０】
　言い換えれば、圧縮データを解析して最も低い空間周波数の平面内の画素強度値の合計
を算出することにより、ウェーブレット圧縮データに関するマーキング材料の使用量の統
計値を算出する。
【００４１】
　次に、ＬＺ同様のバイトをコピーする展開方式を実行するために設定されたベクトル命
令を使用するときの、マーキング材料の使用量の統計値を算出する手順を詳細に説明する
。現在のベクトル命令は、１６バイト、３２バイト、又はそれより上で１度に動作する。
これらの展開方式は、ベクトル内のバイト全部を一緒に加算する命令も有する。バイトが
全体に渡ってコピーされる距離は大抵、単一のベクトルが登録することができるバイトの
数よりも短い。
【００４２】
　バイトが全体に渡ってコピーされる距離が、バイト内のベクトルの長さの正確な約数の
場合、ベクトル内の強度の合計を１度だけ判定する。次いで、この判定された合計に、ラ
ン内のベクトルの数を乗算する。
【００４３】
　ランレングスが、バイトが全体に渡ってコピーされる距離よりも長い場合、書き込む一
連のバイトはバイトの繰り返しのパターンからなる。
【００４４】
　ランレングスが、バイトが全体に渡ってコピーされる距離の正確な倍数の場合、次いで
、繰り返しのパターン内の画素の合計を最初に判定する。この判定した合計に、ランレン
グス又は距離を乗算して積を算出し、次いでこの積を強度の累積和に加算する。
【００４５】
　ランレングスが、全体に渡ってバイトがコピーされる距離の正確な倍数でないにもかか
わらず、思った通り強度の合計が計算された場合、これにより、（即ち、繰り返しランの
書込みの行程中）展開プログラムが現状のランの端を放棄する。この場合、オーバーフロ
ーした画素の値を合計し、画素強度の累積和から減算する。｛ｒｕｎｌｅｎｇｔｈ　ＭＯ
Ｄ　ｖｅｃｔｏｒｌｅｎｇｔｈ｝によりベクトルをずらすことで、この「余分な」画素を
発見する。｛ｒｕｎｌｅｎｇｔｈ　ＭＯＤ　ｖｅｃｔｏｒｌｅｎｇｔｈ｝内の「ＭＯＤ」
は、係数（ｍｏｄｕｌｕｓ）を示す。｛ｒｕｎｌｅｎｇｔｈ　ＭＯＤ　ｖｅｃｔｏｒ　ｌ
ｅｎｇｔｈ｝では、ランレングスをベクトルレングスで除算し、余りが（即ち、整数）が
戻される。
【００４６】
　次に、複数要素のページからマーキング材料の使用量の統計値を算出する手順を詳細に
説明する。いくつかの圧縮方式では、異なる種類のデータを異なる方法で符号化すること
ができる。例えば、黒の文字列は、二値の圧縮方式を用いて符号化し、色の付いた画像は
連続階調の圧縮方式を用いて符号化する。
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【００４７】
　この圧縮データは、セレクタ画像を用いて組み合わせた複数の画像要素を表す。つまり
、これらの画像要素は任意な形状のため、一般に、これらの画像要素を、セレクタ画像を
用いて組み合わせる。
【００４８】
　この圧縮方式では、画像要素及びセレクタ画像は全て圧縮されると仮定する。各画像要
素の強度の合計を計算することができる。
【００４９】
　画像要素がめったに重複しないことが分かる場合、これらの要素の強度の合計を単純に
加算して、正確なマーキング材料の使用推定量を算出する。
【００５０】
　セレクタ画像が画像要素と平行して展開され、且つ各画像要素の強度の合計がその要素
（最終画像で見ることができる）からの画素だけからなる場合、要素ごとの強度の合計を
単純に加算して、正確なマーキング材料の使用推定量を算出する。
【００５１】
　別のアプローチでは、画像要素とセレクタ画像とを並行して展開し、次いで、セレクタ
画像を用いて画像要素を組み合わせ、すぐに選択した画像要素の強度の合計を判定する。
このアプローチでは、画素値をメモリに書き込むよりも、むしろと合計するため、最終の
ビットマップを作成する必要はない。画像は大抵かなり大きい容量のため、メモリ内への
画像の書き込み、及び読み出しを避けることが重要である。
【００５２】
　本明細書では、色分解の複数要素を並行して処理する概念に対してのみ詳細に説明して
いる。しかし、色分解又はページ全体を並行して処理することも可能であることは本明細
書により予期できる。次いで、各色分解又はページからのマーキング材料の使用量の統計
値を合計する。
【００５３】
　手順１０６で、プロセッサ２１６は、算出されたマーキング材料の使用量の統計値を用
いて、印刷ジョブに関するマーキング材料の使用推定量を判定するよう設定される。
【００５４】
　特定のタイプの印刷装置に関する、１本のマーキング材料のボトルから標準の画線率で
印刷可能な標準（例えば８．５×１１）サイズのページ枚数は、一般に印刷装置の製造会
社が発表する情報から得ることができる。例えば、この情報には、特定のタイプの印刷装
置に関して「１１．２５％の画線率で２５，０００枚の標準サイズのページ」が含まれ得
る。
【００５５】
　あるいは、周知の画線率を有するページの画像で大量の枚数のページを印刷する前後に
マーキング材料のボトルの重さを量る。次いで、重さの情報で推測して、完全なマーキン
グ材料のボトルを用いたときに印刷可能なページ数を判定する。つまり、「消費されるマ
ーキング材料のボトルの分量ごとに印刷されるページ枚数」の情報を用いて、完全なマー
キング材料のボトルで印刷可能なページ数を判定する。
【００５６】
　推定が所望される印刷ジョブのページごとの「画線率」を算出することができる。つま
り、ページ画像に関する強度値の合計を、そのページに関する最大可能強度の合計で除算
する。最大可能強度の合計とは、ページ上の画素の数に、画素に割り当て可能な最大強度
を乗算した値である。
【００５７】
　次のステップで、（８．５×１１サイズのページの領域で除算された実際のページ領域
）＊（標準画線率で除算された実際の画線率）の量を計算することにより、ジョブの現状
のページを、標準の画線率での同等の標準サイズページ数に変換する。次いで、その結果
をマーキング材料のボトルごとに印刷される標準のページ数で除算して、１ページに対し
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て使用されるマーキング材料のボトルの分量を算出する。あるいは、ジョブ全体に関する
標準画線率での同等の標準サイズのページ数の合計を算出し、次いで、同等の標準サイズ
のページ数の合計を、マーキング材料ボトルごとの標準ページ数で除算して、ジョブ全体
に関して使用するマーキング材料ボトルの分量を算出する。
【００５８】
　図２を参照すると、本明細書に記載される種々の様態に従って、マーキング材料の費用
を追跡し、印刷ジョブの費用を正確に見積もるために、マーキング材料推定システム２０
０が、１つ以上の印刷ジョブに関して印刷装置が消費するマーキング材料の量の推定を容
易にする。
【００５９】
　システム２００は、デジタルフロントエンド（ＤＦＥ）２１２を含み、このＤＦＥ２１
２は印刷装置又は印刷エンジン２１４と接続する。例えば、ＤＦＥは、ＤｏｃｕＳＰ（商
標）のＤＦＥ（Ｆｒｅｅｆｌｏｗ（商標）Ｐｒｉｎｔ　Ｓｅｒｖｅｒとも呼ばれる）でよ
く、このＤｏｃｕＳＰ（商標）は、記載された実施形態に関連して使用され得るいくつか
の機能を含む。
【００６０】
　一実施形態では、ＤＦＥ２１２は、特定なタイプの印刷装置に関する、マーキング材料
のボトルごとの、標準画線率での標準ページに関連する寸法を含むことができる。そのよ
うな実施形態では、そのタイプの印刷装置（又は全ての印刷装置）がＤＦＥと接続してい
てもいなくても、このＤＦＥはそのタイプの印刷装置に関するマーキング材料の使用量を
推定することができる。
【００６１】
　システム２００は、プロセッサ２１６とメモリ２１８とを含み、このプロセッサ２１６
が、種々の手順を実行し、本明細書に記載された種々の機能を行うためのコンピュータ実
行可能命令を実行し、メモリ２１８がそのコンピュータ実行可能命令を格納する。
【００６２】
　プロセッサ２１６は、印刷ジョブの画像圧縮データを受信するよう設定され、この画像
は、それぞれが画像画素強度値を有する複数の画像画素を含み、この圧縮データは、画像
画素を圧縮する圧縮方式で表される。このプロセッサ２１６はまた、画像内の画像画素の
平均画素強度値を算出するために圧縮データを部分的に展開することにより、マーキング
材料の使用量の統計値を算出し、この算出したマーキング材料の使用量の統計値を用いて
、印刷ジョブに関するマーキング材料の使用推定量を判定するよう設定される。
【００６３】
　システム２００は、グラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）２２０をさらに含
み、このＧＵＩ２２０は、ユーザ入力をプロセッサ２１６及び／又はメモリ２１８に供給
し、且つユーザに対して情報を表示する。メモリ２１８は、１つ以上の印刷ジョブを格納
することができる。
【００６４】
　プロセッサ２１６は、随意的にマーキング材料推定レポート生成アルゴリズムを実行し
て、マーキング材料の推定レポートを生成し、マーキング材料の推定情報をユーザに提示
する。ある例では、印刷ジョブのページごとの情報が１ページずつ提示される。別の例で
は、印刷ジョブの代表的なページに関する情報が提示される。その情報は、ＧＵＩ２２０
上に表示され、印刷装置２１４により用紙のシート上に印刷され、電子的に又は無線でユ
ーザが選択した装置等に（例えば、ＰＣ、ラップトップ、携帯電話、スマートフォン、Ｐ
ＤＡ、ワークステーション、又は個人用通信装置等）に送信される。
【００６５】
　ページごとのマーキング材料の推定量、又は代表的なページのマーキング材料の推定量
が使用されるとき、ページごとの情報は、ページ番号（複数可）により、又はページ自体
のサムネイルにより表示される。推定情報がユーザに電子的に送信される場合、この推定
情報は、容易に集計表に変換できる、又はデータベースに追加できる形態で送信される。
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マーキング材料の推定情報に加え、プロセッサ２１６はまた、生成されたレポート内のマ
ーキング材料の推定情報に対応するマーキング材料の費用の推定情報も算出し供給するよ
う設定される。
【００６６】
　一実施形態では、マーキング材料推定コンポーネントはモジュールでよく、このモジュ
ールは購入後のアドオン等として、既存のＤＦＥに接続されて、印刷エンジン及び／又は
一体型マーキング材料推定部品を組み込まないで製造されたＤＦＥに対して、後部移植性
を提供する。したがって、このようなマーキング材料推定コンポーネントは、プロセッサ
、メモリ、及び随意的にＧＵＩを含む。
【００６７】
　様々な種類の統計値が可能であるが、本明細書では色分解全体に関する平均画線率の計
算だけを行う。このことは、維持する状態の量が最小に保たれる状況に特によく適してい
る。色分解ごとの標準－サイズと同等のページ画像の数（標準画線率での）だけが、一般
に維持される。これにより、印刷ジョブ中にページからページに移さなければならない状
態の量を最小にする。全てのページの画像が形成された後、これらのランニング合計に、
ジョブが印刷される回数を乗算する（コピー枚数）。
【００６８】
　したがって、本明細書の方法及びシステムでは、様々な圧縮方式を用いて圧縮したペー
ジから、マーキング材料の使用量を直接見積もるために用いる統計値を抽出する。この方
法では、マーキング材料の使用量データを取得するためのビットマップに基づく方式を避
ける。この方法の性能は、完全なページビットマップを作成・分析してマーキング材料の
使用量を推定する、完全なページビットマップに基づく方式よりも著しく高い。本明細書
の方法は、６００ｄｐｉ、つまりレターサイズのデータ上で、その他の展開方式よりも１
．６倍効率的である。また、完全なビットマップの書き込み、及び読み出しの工程を省略
することによっても性能が向上する。
【００６９】
　一般に、圧縮データからの単純な画素強度の平均を用いるマーキング材料の使用量を見
積もる技術の精度は、完全なページビットマップを用いるマーキング材料の使用量を見積
もる技術と同等な程高くない、即ち正確でないが、本明細書の技術を用いて算出された推
定値は、ほとんどの用途に関して十分である。また、顧客は一般に、マーキング材料の使
用量の推定を行うために費やされる時間を著しく短縮するためになら、精度の低下を嫌が
らない。
【００７０】
　本明細書では、完全なページビットマップを作成することなしにマーキング材料の使用
量の統計値を作成するという概念を議論してきたが、マーキング材料の使用量の見積もり
以外の目的で作成された完全なページビットマップが用いられる場合、本明細書に記載さ
れる技術を、完全なページビットマップの作成と平行して使用することができる。
【００７１】
　本明細書の方法及びシステムを、プロダクション印刷装置の制御装置内及びプロダクシ
ョンワークフローツール内で使用することができる。
【００７２】
　本明細書で使用される用語「マーキング材料」とは広く解釈され、トナーのマーキング
材料、インクのマーキング材料及び媒体上に画像を生成するその他のマーキング材料に及
ぶものとする。
【００７３】
　本明細書で使用される用語「平均」とは広く解釈されて、大きい組のデータを、回転平
均、重量平均、中央値、モード等の小さい組のデータ又は単一のデータに要約する全ての
方法又はアルゴリズム、あるいは、そのような要約に基づく全ての推定値、又はそのよう
な要約を含む全ての、より大きな数学演算に及ぶもとする。
【００７４】
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　本明細書で使用される用語「印刷装置」、及び用語「印刷システム」とは、印刷制御装
置（即ち、プロセッサ）及び印刷エンジンを含み、全ての目的で印刷出力機能を実行する
、デジタル複写機、乾式電子写真方式印刷システム及びリプログラフィ印刷システム、製
本機、ファクシミリ、多機能装置、インクジェット印刷装置、連続用紙供給印刷装置、シ
ート用紙供給印刷装置等の全ての装置及び／又はシステムを含んでもよい。
【００７５】
　本明細書で使用される用語「印刷制御装置」、及び用語「プロセッサ」とは、入力ファ
イル及び作業票からなる提出されるジョブを受信し、提出された入力ファイルを処理して
ラスター画像を生成し、それらのラスター画像を印刷エンジンに提出して印刷し、会計情
報等を収集する、ソフトウェア／ハードウェアのシステムの構成要素のことを指す。
【００７６】
　本明細書で使用される用語「印刷エンジン」とは、実際に印刷を行う（即ち、数枚の用
紙を取得し、それらの用紙上にマークを付ける）、印刷装置又は印刷システム内のユニッ
トのことを指す。プリントエンジンは、随意的に、印刷済みシートにホッチキス留め、製
本、穴開け等を行う仕上げ装置を含むことができる。

【図１】 【図２】
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